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2027 年３月期連結業績予想及び配当予想に関するお知らせ 
 

当社は、2026 年４月１日、共同株式移転の方法により、株式会社東邦システムサイエンス（以

下「TSS」といいます）及び株式会社ランドコンピュータ（以下「R&D」といいます）を完全子会社

とする持株会社として発足いたしました。 

 これに伴い、設立初年度となる 2027 年３月期の連結業績予想及び配当予想につきまして、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2027 年３月期 連結業績予想（2026 年４月１日～2027 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

通  期 32,800 3,600 3,622 2,430 60.84 

当社グループが属する情報通信業においては、DX 投資や生成 AI 活用の進展、マイグレーショ

ン需要等を背景に市場は堅調に推移する見込みです。 

一方、人材不足やコスト上昇、顧客ニーズの高度化などへの対応が課題となっております。 

当社は、経営統合初年度として、グループ一体となった経営基盤の構築とシナジー創出を進め

るとともに、今後の持続的成長に向けた取り組みを推進しております。 

2027 年 3 月期の重点施策は以下のとおりです。 

①AI トランスフォーメーション（AIX）による成長率向上および業務効率 10％改善 

②人的資本の強化による 10％のオーガニック成長 

③リソース・サービス・ナレッジの共有による事業拡大 

④営業強化による引き合い創出力の向上（不足売上の 3倍の案件確保） 

⑤持ち帰り開発・一括請負の拡大による収益力向上 

⑥顧客ポートフォリオの最適化（エンドユーザー拡大・SIer 深耕） 

⑦事業ポートフォリオの最適化（プロダクト・サービスの拡充） 

これらの施策を通じ、収益力の向上と持続的成長の実現を図り、企業価値の向上に努めてまい

ります。 

 



（参考）TSS 及び R&D の 2026 年３月期業績 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

TSS 18,281 1,733 1,741 1,178 68.01 

R&D 12,608 1,243 1,264 462 25.78 

※TSS の 2026 年３月期業績（非連結）は、2025 年４月１日から 2026 年３月 31 日までの 12 ヵ月の数値となりま

す。 

※R&D の 2026 年３月期業績（連結）は、2025 年４月１日から 2026 年３月 31 日までの 12 ヵ月の数値となります。 

 

２．2027 年３月期 配当予想 

  当社は、株主の皆様に対する利益還元は経営の最重要課題と位置付け、企業としての競争力の

向上と企業価値の最大化の追求によって、長期かつ安定的な配当を継続するとともに業績や内部

資金の確保などを総合的に判断し、１株当たりの配当金を決定しております。 

 
１株当たり配当金 

第２四半期 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 

2027 年 3 月期（予想） － － 40.00 

※年間配当合計のみの開示とさせていただき、第２四半期および期末の配当予想額につきましては、決定次第、速

やかにご報告させていただきます。 

 

（注）上記の予想は、本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績及び

配当は、今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

また、現時点においては、持株会社化に伴う取得原価の配分（PPA）が完了していないため、当連結会計年

度の業績に与える影響については精査中であります。 

今後、当該影響が明らかとなり、業績予想の修正が必要となる場合には、速やかに開示いたします。 

 

以 上 


